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Abstract 

 

 The purpose of this study was to compare the current status of nutrient and food group intake and the differences of nutrient intake 

and food group intake by comparing the data of 248 female college students of two departments. The survey used the food frequency 

method. The results showed the intake of protein and sodium was higher than the standard value. On the other hand, the intake of 

calcium, iron, vitamin A, vitamin C and dietary fiber was lower than the standard value. The nutrient intake of energy, protein, lipid, 

calcium, iron, vitamin A, vitamin B1, vitamin B2, folic acid, dietary fiber and sodium showed a significant difference between 

departments. The fat energy ratio and carbohydrate energy ratio also showed a significant difference between departments. Food 

group intake of fishes, eggs, milk and confectionery showed a significant difference between departments. Conclusion, intake of 

nutrient intake and food group intake differed between departments. 
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1．はじめに 

 健康日本 21（第 2 次）の推進では、適切な量と質の食事

は、生活習慣病予防の基本の１つである 1）とされており、

食事の適正な量や質を確保することが重要であるとされ

ている。とくに、青年期女性は、将来子どもを出産する可

能性があるため、次世代の健康を確保するためにも、出産

の前から母体の環境を整えておくことが必要である。また、

女性は、平均寿命と健康寿命との差が男性より大きいこと

から、より健康力を高めていくことも必要である。 

 学生の健康に対する意識については、平成 21 年に内閣

府の食育推進室より「大学の食に関する実態・意識調査報

告書」2）が出されている。そのなかで、栄養バランスにつ

いては、「意識している」、「ときどき意識している」と回答

しているものが約６割存在し、栄養バランスを意識してい

る学生は多い。しかし、女性は痩身を求め、ダイエットし

ていることも少なくなく、20％くらいの痩せがみられる。

ダイエットは、体脂肪よりも除脂肪体重の減少を誘発して

いるとの報告がある 3）。除脂肪量の減少は、筋肉量の減少

を意味し、運動機能を低下させ、要介護者になりうる可能

性を高めることが推測される。将来要介護者になるのを防

ぐためには、衰弱することを遅延し、筋肉量を増加してい

くことが必要である。筋肉量を増加するためには、運動が

不可欠であるが、平成 27 年国民健康・栄養調査結果にお

いて、運動習慣について男性女性とも 20 歳代でもっとも

低いと報告 4）されており、運動不足が指摘されている。ま

た、若年女性は、BMI がやせまたは普通体重であるにもか

かわらず、体脂肪量が増加した状態である、いわゆる「か

くれ肥満」が約 30%存在している 5-6）といわれており、健

康力が高いとは言い難い状況である。 

現在の青年期の女性の生活習慣は、次世代の健康状態に

影響を及ぼしている。母親の妊娠前の低体重状態や妊娠中

に栄養摂取量の不足による不適正な体重管理などが原因

で、低出生体重が増加しており、次世代の健康が危惧され

る状況にある 7）とされている。低出生体重で産まれた子ど

もは、小児成人病の増加につながり、将来大人の成人病に

移行しやすい。また、小児成人病は、小児の生活習慣が原

因となることもあるが、出生体重の低下と小児成人病の増

加現象は連続した可能性も考慮する必要がある 7）とされ

ている。これらのことから、妊娠を予定している女性は、

低出生体重を防ぐための体重管理をしていくことが必要

である。 

 このように、青年期の女子は、健康情報に関する関心や

認識が高いが、それらを日常生活で実践する行動力には不

足していることが認められている。その理由として、若年
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者は生活活習慣の乱れがあったとしても、すぐに明らかな

病的症状として自覚されないために、改善行動に結びつか

ない 8）ことが示唆されている。 

 青年期の女性の生活習慣の乱れは、自らの健康力の低下

を促がすだけでなく、次世代の健康にも影響を与えるため、

よりよい生活習慣を身につけていくことが求められる。将

来を見据えた健康力を身につけるためには、食生活の現状

を学生自ら自覚することが必要であると考えられる。しか

し、大学に所属することで健康診断が実施され、健康管理

は行われているが、食事調査等が行われているのは少ない

のが現状である。 

 そこで、青年期の女子短大生を対象として、食事調査を

行い、食生活の現状を把握することとした。また、食生活

改善のための指導を行なう上で学部間での食事摂取量に

違いがあるかを把握し、学生の食生活改善のための手法を

検討することとした。 

 

2．対象および方法 

2-1．調査時期および対象者 

2017 年の 5 月に岐阜市立女子短期大学に在籍する 1 年

生の女子短大生を対象に、食物摂取頻度調査法を用い、食

事調査を行った。本調査の目的および内容、得られたデー

タのプライバシー保護の厳守について、口頭と文書で十分

説明し、文書により同意を得られた 248 名を対象とした。 

 

2-2．調査項目 

対象者の食事摂取状況は、食物摂取頻度調査法（エクセ

ル栄養君 食物摂取頻度調査 FFQg Ver.3.5（株式会社 建

帛社））の調査票を用いて、集合調査方式による自己記入

式でアンケート調査を行なった。また、同ソフトにより、

栄養素摂取量および食品群摂取量を計算した。 

 

2-3．統計方法 

対象者の学科は、英語英文学科を「英文」、国際文化学科

を「国文」、食物栄養学科を「食栄」、生活デザイン学科を

「生デ」とし、4 群に分けた。 

対象者の特性は、平均値±標準偏差で示し、4 群間の比

較は、一元配置分散分析を行なった。BMI は、日本肥満学

会の判定区分 9）に従い、BMI が 18.5 未満を「低体重」、18.5

以上 25 未満を「普通体重」、25.0 以上を「肥満」と分類し

た。BMI の比較は、X2検定を行なった。栄養素摂取量と食

品群摂取量は、平均値±標準偏差で示し、4 群間の比較は、 
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一元配置分散分析後、有意なものについて Tukey 法による

多重比較を行なった。有意水準は 5％未満とした。統計処

理には、SPSS Ver.24（IBM）を用いた。 

 

3．結果および考察 

3-1 対象者の特性 

対象者の特性を表 1 に示した。対象者の体格は、身長

157.3±5.3cm、体重 51.3±8.2kg、BMI20.7±2.9kg/m2であっ

た。平成 28 年厚生労働省国民健康・栄養調査報告 10）の 18

歳女性では、身長 157.5±6.9cm、体重 50.7±8.6kg であっ

た。また、BMI は、15-19 歳の女性平均が 20.3kg/m2であっ

た。 

  対象者の BMIの分類を表 2に示した。BMIの分類では、

低体重が 18.5%、普通体重が 76.3%、肥満が 5.2%であった。

平成 28 年厚生労働省国民健康・栄養調査報告 10）調査の 15-

19 歳女性の結果は、低体重が 20.7%、普通体重が 75.9%、

肥満が 3.4%で、低体重の割合がやや少なく、肥満の割合が

やや高かったが、概ね、標準的な集団と評価できた。 

 これらのことから、同年代の女性として平均的な集団で

あったと考えられた。 

 

3-2 栄養素摂取量 

 栄養素摂取量の結果を表 3 に示した。栄養素摂取量と基

準量を比較すると、たんぱく質、食塩相当量の摂取量が多

く、カルシウム、鉄、ビタミン A、ビタミン C、食物繊維

総量の摂取量が低かった。その他の項目は、ほぼ横ばいで

あった。 

 栄養素摂取量の学科間の比較では、英文がすべての項目

において栄養素の摂取量が多かった。他学科と比較すると

栄養素 13 項目のうち、炭水化物、ビタミン C の 2 項目を

除く 11 項目で有意な差が認められた。エネルギー比は、

脂肪エネルギー比および炭水化物エネルギー比で有意な

差が認められた。栄養素摂取量は、4 学科の間に差がない

と考えていたが、予想に反して英文がすべての項目におい

て栄養素の摂取量が多く摂取されており、学科間に有意差

が認められた。 

 栄養素摂取量を項目別にみると、エネルギーは、英文

2012±706kcal に対し、食栄 1721±363kcal、生デ 1705±

446kcal であり、有意に少なかった。基準量と比較すると、

英文のみ基準量より 100kcal ほど多く摂取されており、国

文が 100kcal、食栄が 180kcal、生デが 200kcal ほど低かっ

た。学科間のエネルギー摂取量の違いから体格への影響が

考えられたが、BMI において有意な差が認められず、体格

への影響はみられなかった。しかし、継続的に調査を行う

ことで体型への影響が出てくる可能性が考えられるため、

継続して調査を行うことが必要であると考えられた。 

 たんぱく質は、英文 68.3±27.3g に対し、国文 57.7±20.4g、

食栄 57.7±16.0g であり、有意に少なかった。また、たん

ぱく質の摂取量は、全学科ともに、摂取量が基準値よりも

12～23g 多く摂取されていた。脂質は、英文 73.5g に対し、

食栄 57.5±18.3g、生デ 60.0±20.7g で、有意に少なかった。

脂質の摂取量は、英文のみ基準量より多く摂取されおり、

他の学科はほぼ基準どおりの摂取量であった。 

カルシウムは、英文 531±231mg に対し、食栄 411±

175mg、生デ 405±146mg であり、有意に少なかった。カ

ルシウムの基準量と比較すると、カルシウムの摂取量がも

っとも多い英文でも 120mg 少なかった。カルシウムは、国

民健康・栄養調査において、基準量を満たしたことがない

ことから、本調査対象においてもカルシウムを意識して摂

取させる教育が必要であることが示された。 

 ビタミン A は、英文が 473.8±215.9μgRE で、国文 337.3

±154.4μgRE、生デ 381.8±168.2μgRE で有意に少なかっ

た。ビタミン B1は、英文が 1.08±0.43mg に対し、食栄 0.89

±0.27mg で、有意に少なかった。ビタミン B2は、英文 1.24

±0.49mg に対し、国文 1.04±0.39mg、食栄 0.97±0.33mg、

生デ 0.99±0.32mg で有意に少なかった。葉酸は、英文が

260.1±105.0μg に対し、生デ 215.8μg で有意に少なかっ

たが、４学科とも、基準量と比較してほぼ同程度摂取され

ていた。しかし、日本人の食事摂取基準 2015 年版 11）では、

「妊娠を計画している女性、または、妊娠の可能性がある

女性は、神経管閉塞障害のリスクの低減のために、付加的

に 400μg/日のプテロイルモノグルタミン酸の摂取が望ま

れる。」としている。プテロイルモノグルタミン酸として

400μg/日は、食事性葉酸に換算すると 2 倍の 800μg/日に

相当する。将来妊娠を計画している可能性のある学生にと

っては、現在の葉酸の摂取量では、不足であることが示さ

れており、葉酸の摂取を促すことが必要であると考えられ

た。 

 食物繊維総量は、英文が 13.3±5.4g に対し、食栄 11.1±

3.7g、生デ 10.6±3.9g と有意に少なかった。塩分相当量は、

英文が 9.4±4.7g に対し、国文 7.7±3.8g、食栄 7.5±3.0g と

有意に少なかった。食塩摂取量が少ない食栄でも、基準値

の 7.0g 未満を満たしていなかった。４学科ともに減塩の

指導が必要であることが示された。 

 エネルギー比は、脂肪エネルギー比において、英文 33.2

±5.4%、国文 32.0±5.9g に対し、食栄 29.6±4.4%と有意に

少なかった。英文、国文、生デは、摂取量の平均値が基準

値より高かったのに対し、食栄は基準値の範囲内であった。

炭水化物エネルギー比は、英文が 53.3±6.5%に対し、食栄

57.1±5.0%と有意に高かった。エネルギー比率については、 
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脂質エネルギー比の割合が高かった。若年女性の脂質の摂

取は、脂質エネルギー比が 30％以上のものが 20 歳以上の

女性で約 30％と高く、脂質エネルギー比は年々増加傾向 12）

にあることが指摘されており、本調査対象も同様の結果が

得られた。脂質は、単に摂取量を減らせばよいというもの

ではない。必須脂肪酸など摂取すべき脂質もあることから、

今後は、脂質の質の状況も把握することが必要であること

が示された。 

 

3-3 食品群摂取量 

 食品群摂取量は、18 ある食品群の中で、肉類、菓子類、

油脂類の 3 つの食品群のみ、4 学科ともに基準値より多く

摂取されていた。とくに、菓子類は、3 倍以上摂取されて

いた。いも類、緑黄色野菜、その他の野菜、きのこ類、海

藻類、魚介類、乳類、果実類、嗜好飲料、種実類、調味料・

香辛料類は、基準値を大きく下回っていた。 

 4 学科の間の比較では、魚介類、卵類、乳類、菓子類で

有意な差が認められた。項目別に食品群摂取量をみると、

魚介類は、英文 40.3±46.6g に対し、国文 24.4±22.3g と有

意に少なかった。魚介類の摂取量は、もっとも多く摂取さ

れていた英文でも基準量の 50％を満たしておらず、国文に

おいては、基準値の 3 割程度であった。卵類は、英文 41.7

±31.9g に対し、国文 31.0±20.4g、食栄 30.9±18.3g と有意

に少なかった。乳類は、英文 164.8±137.6g に対し、食栄

108.9±96.9g、生デ 109.5±63.0g と有意に少なかった。乳・

乳製品は、カルシウムを補給するのに重要は食材である。

カルシウムの摂取量では、英文がもっとも多く、乳類の摂

取量も多いことから、乳類の摂取量を増やすことがカルシ

ウムの摂取量を増加させる要因であることが示された。 

菓子類については、すべての学科で基準量と比較し、摂

取量が多かった。学科間で比較すると、英文 95.9±63.2g、

国文 91.5±51.1gに対し、食栄 67.0±47.9g、生デ 67.8±42.5g

と有意に少なかった。英文と国文の摂取量が多く、食栄と

生デより 25g ほど多く摂取されていた。 

  以上のことから、たんぱく質と食塩相当量は、栄養素摂

取量が多く、カルシウム、鉄、ビタミン A、ビタミン C、

食物繊維総量は栄養素摂取量が少ないことが示された。た

んぱく質を多く含む食品の摂取状況では、魚介類や卵類の

摂取量が少なかったが、肉類の摂取量が多く、肉類の摂取

量がたんぱく質の摂取量の増加に繋がったと推測された。 

 栄養素摂取量が少なかったのは、カルシウム、鉄、ビタ

ミン A、ビタミン C、食物繊維総量であった。カルシウム

は、乳類の摂取量が低かったことが原因と推測された。ま

た、ビタミン類や食物繊維が少なかったのは、緑黄色野菜、

その他の野菜、きのこ類、海藻類、果実類の摂取量が少な

かったことが原因と推測された。 

 脂質エネルギー比も多くの学科で基準値よりも高かっ

た。これは、油脂類の摂取量が多かったことにあわせて、

肉類の摂取量が多かったことも原因と推測された。また、

肉類の摂取量が多かったのに対し、魚介類の摂取量が多か

った少なかったことから、脂質の質のバランスが良くない

ことが想定されるため、脂質の質のバランスについても今

後検討していくことが必要であると考えられた。 

 健康を維持する上で栄養素のバランスを考えることは

重要である。栄養素量の摂取を促進させる教育を行なうた

めには、栄養素だけに目を向けるのではなく、食品群の摂

取についてもあわせて教育して行くことが重要であると

考えられた。また、葉酸のように、栄養素の基準量は満た

されているが、妊娠する可能性があることを想定して、摂

取を促進すべき栄養素もある。つまり、青年期の特性もあ

わせて教育する必要があることを考えられた。そして、も

っとも重要なのは、健康になるために行動を変えることで

ある。そのためには、まず、自分自身の栄養素や食品群の

摂取状況を理解し、どこに問題があるかを自覚する事が必

要であると考えられた。そのため、食事調査の結果を学生

に配布し、その結果を通して自分の食生活を見直して改善

する手法を自ら見出し、行動変容ができるよう指導するこ

とが必要であると考える。今後は、学生に食事調査の結果

をみながら教育を行うことで行動変容ができるかの調査

も行うことが望まれる。 

 

4．まとめ 

本調査は、青年期の女子短大生を対象として、食事調査

を行い、食生活の現状と食生活改善のための指導を行なう

上で学部間での食事摂取量に違いがあるかを把握した。 

1．栄養素摂取量と基準量を比較では、たんぱく質、食塩相

当量の摂取量が高く、カルシウム、鉄、ビタミン A、ビ

タミン C、食物繊維総量の摂取量が低かった。その他の

項目は、ほぼ横ばいであった。 

2．栄養素摂取量の学科間の比較では、英文がすべての項

目において栄養素の摂取量が多く、他学科と比較すると

栄養素 13 項目のうち、炭水化物、ビタミン C の 2 項目

を除く 11 項目で有意な差が認められた。 

3．エネルギー比は、脂肪エネルギー比および炭水化物エ

ネルギー比で有意な差が認められた。 

4．食品群摂取量は、18 ある食品群の中で、肉類、菓子類、

油脂類の 3 つの食品群のみ、4 学科ともに基準値より多

く摂取されていた。とくに、菓子類は、3 倍以上摂取さ

れていた。 

5．学科の間の比較では、魚介類、卵類、乳類、菓子類で有
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意な差が認められた。 

6．栄養素摂取量と食品群摂取量ともに学科間での有意差

が認められた。 
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